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役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

― 

少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援

　

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
結
婚

相
談
所
の
開
設
、
婚
活
セ
ミ
ナ
ー
や
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
を
縁
結
び
支
援
団

体
へ
委
託
す
る
他
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
活
用
し
、
縁
結
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
議
会
を
中
心
に
縁
結
び
活
動
の
支
援

強
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
し
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を
図

る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

児
童
生
徒
医
療
費
助
成
事
業
を
継
続
し

ま
す
。

　

次
に
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
で
す
。

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
子
育
て
環
境
の
充
実
を
図

る
た
め
、
来
年
度
、
奥
出
雲
病
院
の
院

内
保
育
所
を
改
修
し
、
病
児
保
育
事
業

を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
幼
児
園
に
通
園
し
て

い
る
子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
時
、
仕

事
を
休
め
な
い
保
護
者
に
代
わ
っ
て
病

気
の
子
ど
も
が
保
育
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
体
制
が
整
い
ま
す
。

　

ま
た
、
結
婚
か
ら
妊
娠
・
出
産
・
子

育
て
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
相
談

者
に
寄
り
添
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報

提
供
を
行
う
た
め
の
体
制
を
整
備
す
る
、

「
結
婚
・
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
事

業
」
を
新
た
に
始
め
ま
す
。

　

こ
の
他
、
県
と
連
携
し
た
保
育
料
軽

減
事
業
、
子
育
て
応
援
事
業
所
認
定
事

業
、
子
育
て
応
援
リ
ユ
ー
ス
事
業
を
継

続
的
に
実
施
し
、
子
育
て
に
温
か
い
地

域
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

― 

医
療
、
福
祉
等

　

次
に
医
療
に
つ
い
て
で
す
。
奥
出
雲

病
院
で
は
、
常
勤
医
師
６
名
体
制
の
中
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
地
域
医
療
を
支

え
る
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
救
急
医
療
体
制
を

確
保
す
る
た
め
に
も
、
医
療
従
事
者
の

確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
た
め
、
島

根
大
学
医
学
部
等
へ
の
協
力
要
請
は
も

と
よ
り
、
地
元
出
身
医
師
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
な
ど
に
よ
り
、
診
療
体
制
の
維
持

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
国
は
新
た
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
よ
る
「
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
の

策
定
を
義
務
付
け
て
お
り
、
地
域
医
療

構
想
を
踏
ま
え
た
病
院
ご
と
の
役
割
を

明
確
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
県
が
策
定
す
る
地
域
医
療

構
想
と
の
整
合
性
を
図
り
、
雲
南
医
療

圏
や
関
係
諸
機
関
と
議
論
を
重
ね
な
が

ら
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

医
療
環
境
の
整
備
と
人
材
確
保
に
努
め
、

地
域
医
療
の
中
核
的
機
関
と
し
て
、
引

き
続
き
健
全
経
営
に
努
め
ま
す
。

　

次
に
福
祉
関
係
に
つ
い
て
で
す
。
い

つ
ま
で
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
町
を

実
現
す
る
た
め
、
従
来
の
高
齢
者
、
障

が
い
者
、
ひ
と
り
親
、
生
活
困
窮
者
な

ど
へ
の
支
援
施
策
を
継
続
す
る
他
、
次

の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
ず
、
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
」
の
た
め
、
特
に
認
知
症
対
策

事
業
、
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
事
業
や

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に
重
点
的
に

取
り
組
み
、
平
成
29
年
度
か
ら
新
た
に

始
ま
る
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
」
へ
の
対
応
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
事
業
で
は
、
相
談
・

支
援
体
制
の
充
実
や
就
労
支
援
事
業
を

実
施
す
る
他
、
必
要
に
応
じ
て
、
家
計

相
談
支
援
事
業
、
家
庭
学
習
支
援
事
業

な
ど
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

今
後
も
、
住
民
参
加
に
よ
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
、
誰
も
が
安
心
し
て
支
え

合
っ
て
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
、
引
き

続
き
地
域
福
祉
の
充
実
を
図
っ
て
い
く

考
え
で
す
。

　

そ
の
他
、
国
の
施
策
で
あ
る
低
所
得

高
齢
者
向
け
臨
時
福
祉
給
付
金
及
び
消

費
税
の
増
税
に
伴
う
臨
時
給
付
金
の
給

付
を
実
施
し
ま
す
。

　

更
に
は
、
テ
レ
ビ
電
話
を
活
用
し
た

見
守
り
体
制
や
助
け
合
い
除
雪
、
買
い

物
支
援
体
制
な
ど
、
引
き
続
き
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

次
に
、
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
で
す
。

我
が
国
で
は
、
医
療
費
や
介
護
費
等
の

社
会
保
障
費
の
増
加
が
大
き
な
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
今
年
度
、
町
民
の
皆
様

の
診
療
や
健
診
の
結
果
を
分
析
し
て

「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
の
で
、
今
後
は
、
本
町
の
健
康
課

題
の
実
態
に
即
し
た
健
康
づ
く
り
の
対

策
を
、
事
業
所
な
ど
の
協
力
を
得
な
が

ら
推
進
し
ま
す
。

　

更
に
、
子
育
て
支
援
の
一
環
で
あ
る

不
妊
治
療
費
の
助
成
事
業
の
拡
充
や
、

Ｂ
型
肝
炎
の
任
意
予
防
接
種
の
拡
充
、

各
種
が
ん
検
診
や
脳
ド
ッ
ク
の
経
費
助

成
に
よ
り
、
疾
病
の
早
期
発
見
や
健
康

づ
く
り
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
・
介
護
連
携
に
よ
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
在
宅

医
療
を
推
進
す
る
た
め
、
医
療
機
関
の

訪
問
診
療
を
促
進
す
る
「
訪
問
診
療
支

援
事
業
」
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
役
場
の
機
構
改
革
に
よ
り
、

「
保
健・健
康
づ
く
り
」と「
福
祉
」を
一

体
的
か
つ
的
確
に
推
進
す
る
体
制
の
構

築
に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
立
奥
出
雲

病
院
と
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
医
療
提

供
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

―  

国
民
健
康
保
険
事
業

　

１
月
１
日
現
在
、
本
町
の
国
保
加
入

世
帯
の
割
合
は
38
・
６
％
、
被
保
険
者

は
22
・
６
％
と
、
多
く
の
方
が
加
入
さ

れ
て
お
り
、
特
に
、
65
歳
以
上
の
被
保

険
者
が
半
数
以
上
を
占
め
る
な
ど
、
国

保
財
政
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。

　

来
年
度
の
国
保
会
計
の
当
初
予
算
は
、

対
前
年
度
比
で
２
・
３
％
減
の
18
億
７

５
０
０
万
円
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
具

体
的
な
税
率
や
均
等
割
の
額
は
国
保
運

営
協
議
会
で
の
審
議
の
後
、
６
月
定
例

議
会
に
提
案
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
か
ら
運
営
主
体

が
都
道
府
県
へ
移
行
す
る
た
め
、
今
後

は
、
国
の
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
に

基
づ
き
、
県
と
の
協
議
・
検
討
を
進
め

ま
す
。

―  

教
育
の
充
実

　

学
校
教
育
は
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
と

愛
着
を
持
っ
た
子
ど
も
を
育
成
す
る
た

め
、
公
民
館
な
ど
と
も
連
携
し
た
ふ
る

さ
と
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
職

場
体
験
学
習
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
を

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
児
園
、
小
・
中
学
校
の
連

携
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
学
力

向
上
や
特
別
支
援
教
育
、
公
民
館
活
動

な
ど
の
充
実
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き

県
派
遣
の
指
導
主
事
、
社
会
教
育
主
事

各
１
名
を
教
育
委
員
会
事
務
局
に
配
置

し
ま
す
。

　

更
に
、
基
礎
学
力
の
向
上
や
教
員
の

指
導
力
向
上
を
図
る
た
め
、
町
単
独
の

学
力
推
進
員
を
配
置
し
、
算
数
・
数
学
、

理
科
の
学
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

な
お
、
高
田
小
学
校
は
４
月
１
日
か

ら
亀
嵩
小
学
校
へ
再
編
統
合
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
３
月
27
日
に
閉
校
式
典

を
実
施
し
ま
す
。

　

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
現
在
地
元

で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
実
施
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
結
果
も
踏
ま
え
有
効
な
活
用

策
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
現

在
建
設
中
の
八
川
小
学
校
屋
内
運
動
場

は
３
月
中
に
完
成
し
ま
す
が
、
管
理
教

室
棟
は
明
許
繰
越
に
よ
り
、
来
年
度
末

の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
ボ
ー
ト
競
技
が
７
月
28
日
か
ら

「
さ
く
ら
お
ろ
ち
湖
」
で
開
催
さ
れ
ま

す
の
で
、
雲
南
市
と
連
携
し
て
設
置
し

た
会
場
地
実
行
委
員
会
等
で
大
会
運
営

を
行
う
と
と
も
に
、
本
町
の
魅
力
発
信

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
横
田
高
校
の
魅
力
化
・
活
性

化
は
、
引
き
続
き
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
に
よ
る
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
通
学
費
の

助
成
な
ど
、
生
徒
の
確
保
に
向
け
た
町

独
自
の
支
援
を
実
施
し
ま
す
。
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―  
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興

　

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
競
技
力
を
誇

る
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
、
小
・
中
学
校
、
横
田
高
校
、
セ

ル
リ
オ
島
根
な
ど
の
競
技
力
向
上
の
た

め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
４
年
後
に
開
催
さ
れ
る
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
参
加
国

の
事
前
キ
ャ
ン
プ
誘
致
や
町
内
出
身
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
輩
出
な
ど
に
向
け
、

様
々
な
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
健
康
増
進
、
体
力
向

上
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
の

た
め
、
「
奥
出
雲
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

な
ど
へ
の
各
種
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

次
に
文
化
・
芸
術
の
振
興
に
つ
い
て

で
す
。
文
化
の
薫
り
高
い
町
づ
く
り
の

推
進
の
た
め
、
引
き
続
き
、
奥
出
雲
町

文
化
協
会
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
芸
能

団
体
な
ど
へ
の
支
援
を
図
る
と
と
も
に
、

芸
術
鑑
賞
な
ど
多
様
な
機
会
に
よ
る
芸

術
文
化
団
体
と
の
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
奥
出
雲
町
が
誇
る
た
た
ら
製

鉄
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、
関

連
す
る
歴
史
遺
産
の
調
査
を
進
め
る
と

と
も
に
、
国
の
重
要
文
化
的
景
観
の
選

定
を
受
け
た
「
た
た
ら
景
観
」
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
雲
南
市
、
安
来
市
と
奥
出

雲
町
の
２
市
１
町
で
進
め
て
い
る
『
た

た
ら
製
鉄
』
の
「
日
本
遺
産
」
認
定
に

向
け
た
取
組
み
と
連
携
し
な
が
ら
、
奥

出
雲
の
文
化
、
伝
統
を
含
め
た
地
域
振

興
及
び
観
光
振
興
に
努
め
ま
す
。

―  

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策

　

４
月
よ
り
電
力
の
小
売
が
全
面
自
由

化
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
町
に
お
い
て

も
小
水
力
発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
安
価
な
電
力
供
給
に
よ
る
地
域

の
発
展
を
目
指
し
て
、
新
た
に
電
力
小

売
会
社
を
設
立
し
ま
す
。

　

当
初
は
公
共
施
設
を
対
象
と
し
、
状

況
を
み
な
が
ら
事
業
所
な
ど
へ
の
供
給

も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想

に
つ
い
て
は
、
当
初
、
森
林
資
源
を
製

鉄
用
炭
素
材
へ
活
用
す
る
方
針
で
し
た

が
、
供
給
側
と
需
要
側
の
単
価
に
大
き

な
隔
た
り
が
あ
る
た
め
、
見
直
さ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
小
規
模
な
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

に
よ
る
電
気
・
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活

用
に
計
画
を
変
更
し
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
地
域
内
循
環
に
努
め
て
い
く
考
え

で
す
。

　

そ
の
他
、
発
電
事
業
に
つ
い
て
は
三

沢
発
電
所
改
築
事
業
に
引
き
続
き
取
り

組
み
、
平
成
29
年
秋
を
目
標
に
、
電
力

固
定
価
格
買
取
制
度
に
よ
る
運
転
を
開

始
し
ま
す
。

　

ま
た
、
阿
井
地
区
川
東
水
路
を
利
用

し
た
農
業
用
小
水
力
発
電
事
業
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
に
お
い
て
整
備
を
完
了

し
、
平
成
29
年
度
か
ら
の
事
業
開
始
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
本
町
の
豊
富
な
森
林
資
源

と
未
利
用
資
源
の
利
活
用
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
小
水
力
発
電
な
ど
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
持
続
的
・

安
定
的
な
循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

―   

消
防
・
防
災
対
策
等

　

７
月
に
出
雲
市
で
開
催
さ
れ
る
県
消

防
操
法
大
会
に
は
、
八
川
分
団
が
「
小

型
ポ
ン
プ
の
部
」
に
、
布
勢
分
団
が

「
ポ
ン
プ
車
の
部
」
に
出
場
す
る
こ
と

が
決
定
し
て
お
り
、
優
勝
纏
の
獲
得
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
機
能
別
消
防
団
員
の
配
置
に

よ
る
消
防
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

町
民
要
望
の
多
い
耐
震
性
貯
水
槽
の
整

備
を
計
画
的
に
行
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
・
防

災
拠
点
の
整
備
を
図
る
た
め
に
実
施
し

て
い
る
仁
多
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
は
、

駐
車
場
等
を
含
め
た
完
成
は
来
年
度
末

と
な
り
ま
す
が
、
新
庁
舎
へ
の
移
転
は

今
年
の
秋
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に

関
連
し
た
「
自
治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
」
に
つ
い
て
は
、
国
が
示
す
抜

本
的
対
策
を
実
施
し
、
町
民
の
皆
様
の

個
人
情
報
を
「
サ
イ
バ
ー
攻
撃
等
」
か

ら
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

―   

行
政
改
革

　

本
町
は
、
昨
年
３
月
31
日
に
町
制
施

行
合
併
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

合
併
後
は
、
「
新
町
建
設
計
画
」
や

「
奥
出
雲
町
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、

町
民
の
皆
様
の
連
帯
感
の
醸
成
と
要
望

の
実
現
に
向
け
、
積
極
的
な
行
政
運
営

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
今
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
交
付
税
の
一
本
算
定
へ
の
移

行
に
伴
っ
て
交
付
額
は
年
々
減
少
し
、

一
方
で
は
、
昨
年
策
定
し
た
「
総
合
戦

略
」
に
基
づ
き
、
子
育
て
支
援
、
定
住

対
策
等
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
変
化
に
対

応
し
た
、
よ
り
簡
素
で
効
率
的
な
町
政

を
推
進
す
る
た
め
、
直
面
す
る
公
共
施

設
の
適
正
配
置
等
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、

来
年
度
、
行
政
改
革
審
議
会
に
諮
問
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
議
員
各
位
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
格
別
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　奥出雲町の中学生を対象とした、放課後の時間を使って学習の場を提供する「家庭学習支援
塾」を開催しました。この事業は、中学生の「家ではなかなか集中して学習ができない」「家
ではわからないところがあっても聞く事ができない」などの声に対して10年前より開催されて
きたもので、平成27年度は10月から１月の４ヵ月間、仁多・横田両会場でそれぞれ週２回開催
され、奥出雲町の中学生の２割以上が参加するなど、年々受講生が増えています。
　本事業については、町民の方に講師としてご協力をいただくなど、町民の皆様のお力添えが
なくては成り立たない事業です。本事業について町民の皆様に広くお知らせさせていただくこ
とで一層のご理解ご協力を賜りたく、平成27年度事業の実施結果を下記の通りご紹介させてい
ただきます。

平成２７年度家庭学習支援塾を開催しました

【参加状況】

【アンケート結果（抜粋）】
●受講生のご意見

●保護者のご意見

奥出雲町の中学生徒数 家庭学習支援塾受講生徒数 参加率
343人 72人 21%

Ｑ．塾に参加してみていかが　　
　  でしたか？

49％

2％

49％ 66％34％

Ｑ．集中して、学習に
　  取り組めましたか？

■良かった
■まあまあ良かった
■良くなかった

■よくできた
■まあまあできた
■あまりできなかった
■ぜんぜんできなかった

0％

家では、こんなにたくさん勉強できないからとて
も良かった。テスト期間中にやると、もっといいか
なと思いました。

テスト前の支援塾は本当に良かったと思います。家庭に帰ると部活をした後なので、疲れて思うように勉強でき
なかったと思いますが、週２回の支援塾に参加する様になってからは、家庭でも少し勉強の時間が増えた気が
します。

課題を学校でやって帰ると、家ではゆっくりとめりはりがついて良かったです。家だと甘えてたいぎなことは後
回しになるので、集中できることがすごく良かったと思います。

塾の日は早めに宿題が終わり、自宅でのすごし方も変わりました。短時間でも集中してやる方が学力も身につ
くように思いました。

家ではなかなか机の前にいかなかったのが、支援塾で自分の分からない事を聞いて自分が理解出来、スッキリ
して勉強に向かっていた。

とても丁寧に分かりやすく教えてもらって、自分
でもう一度やったときに、ちゃんとできたので、
参加して良かったと思っています。ありがとうご
ざいました。

ふだん分からなくてほったからしのところを教
えてもらえて良かったです。

家だと90分ずっと集中して学習することが少な
いですが、塾の時は、しずかに落ちついて学習で
きました。また、分からない所を教えてもらえた
ので良かったです。


